
城東中学校長だより 令和 ２ 年１２月２４日

学び舎
ま な び や

令和２年度 第 ４４号

木々の葉が落ち、城山公園は冬の装いになっています。

今週末からは冬休みに入ります。感染症対策で例年とは違う冬休みの生活にな

りますが、健康に気を付けて、各自で学習や体力向上に努めてほしいと思います。

◎生徒会立会演説会・選挙 12月14日(月)

９名の皆さんが、来年度の城東中をより良い学校にしよう

と立候補しました。演説の一部をご紹介します。

☆副会長候補者（１年生）（抜粋）

１組 小玉琳香さん

たくさんの行事を経験したことで、副会長に立候補したい

と思いました。座右の銘は「有言実行」、問題点を改善した

い。そのために意見箱で意見を集めたい。生徒会長をしっか

りサポートして、城東中に新しい風を吹かせたい。 前：左から小玉さん、横塚さん

後：左から本島くん、下道さん
◇１組 横塚茉莉奈さん

城東中を積極的な生徒があふれる学校にしたい。そのために必要なのは挨拶です。朝の

「あいさつ活動」を進めたい。手立てとして、①生徒会本部役員もこの活動に参加したい、

②あいさつ活動の強化週間を作りたい。

◇２組 本島敬大くん

生徒会長をサポートし学校のパイプ役になりたい。あいさつ運動と室内クラスマッチを

進めたい。室内クラスマッチは①ウノ、②なんちゃってボッチャ。学年に関係のない交流

を進めたい。

◇３組 下道心菜さん

学校のために貢献したいと思う。私は責任をもって最後まで取り組める。大切なことは

①いじめや差別のない学校したい、②相手に聞こえる声で挨拶をして活気ある学校にする。

一人一人が輝く学校にしたい。

☆会長候補者（２年生）（抜粋）

◇１組 小野実月さん

生徒の意見を取り入れ、一人一人に寄り添える学校

にしたい。

①月に１回自分の意見を書く時間を作りたい。

②校則を見直して改善していきたい。

③クラスマッチとは別に学年マッチを実施して学年の

絆を強くしたい。学校生活をより良くしたい。 前：左から小野さん、篠田さん、諏訪くん

「生徒全員で作る城東中」にしていきたい。 後：左から津久井くん、平野さん



◇１組 篠田千夏さん

集中力には自信がある。この１年間副会長として運営に携わってきた。生徒会本部での

活動がやりがいがあることが分かった。特に紅城祭には力を入れてきた。一方、生徒会役

員と学級委員とのつながりがあまり知られていないのが残念なところ。そこで、

①２か月に１回生徒会通信を出し、生徒会のことをよく知ってほしい。

②意見箱の意見を生徒会通信に載せて、次の意見が出るようにしていきたい。

これを城東中の発展につなげたい。

◇２組 諏訪 慶くん

１年間生徒会書記として多くのことを学ぶことができた。来年度も本部活動を進めてい

きたい。

①皆さんの意見を集める意見箱の活動をしっかりやっていきたい。月に１度活用できるよ

うにしたい。

②３分前学習の徹底、時間を見て動くのは生きていく上で大切なこと。５分前着席も同じ。

③あいさつ活動を積極的に進めたい。

◇３組 津久井結丸くん

一人一人が意見を出して、一人一人の意見で城東中を良くしたい。今年、本部役員とし

てやってきた。

①意見が少ないのが現状。意見箱の活動でいじめのない学校にしたい。月に１度意見が出

るようにしていきたい。

②学級プログラム委員会などクラス別での話合いの場を作りたい。

◇３組 平野友萌さん

生徒会本部役員として１年間活動してきた。今年度は生徒会が評議員とともに活動した。

①意見箱の活用をもっと進めたい。そのために生徒会通信を２か月に１回出したい。また、

意見の掲示板を作りたい。

②クラスマッチを新たに１月以降に実施したい。

③大きな声での挨拶と笑顔があふれる学校にしたい。挨拶は

人と人とのコミュニケーションのきっかけになる。挨拶で

学校を変えたい。活気ある学校にしたい。

○来年度の生徒会本部役員のみなさんです

会長 篠田千夏さん

副会長 平野友萌さん 本島敬大くん ３年生の投票から､手前に選挙管理委員

書記 小野実月さん 諏訪 慶くん 津久井結丸くん

会計 小玉琳香さん 横塚茉莉奈さん 下道心菜さん よろしく、お願いします！

◎学習指導の校内研究会を実施しました 12月8日(火)

市教育委員会の学校教育指導員 霜田 貢 先生と指導

主事３名の先生をお迎えして、６つの研究授業をもとに、

学習指導の研究を行いました。本校の研究課題は、話し合

い活動を通して「主体的・対話的で深い学び」を実現しよ

うというものです。霜田先生からは、話し合い活動は充実

してきているので、授業の終わりのまとめや振り返りから、

各時間の学習内容の定着を図りましょうと、その手法につ

２年生の社会科の授業 いて講話いただきました。今後も研究を深めていきます。




